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1. はじめに 

本工事は、平成 26 年 8 月に発生した広島豪雨土砂災害における砂防堰堤上部斜面の土石流発生源箇所の

法面対策工事でした。 

     法面対策箇所は砂防堰堤上部の高所法面となり、法面表面には土石流による堆積土砂や災害から年月経過

により風雨による流出した岩塊及び浮石、倒木・流木等が散在状態になっており、梅雨時期を向かえる前に、散在

状態の堆積土砂を撤去搬出し、法面崩壊を抑止するための高所法面対策を早急に行う必要がありました。 

     当現場で重要となった、高所法面対策における長距離高揚程圧送工法と安全対策について説明します。 

 

2. 工事概要 

2.1  工 事 名 ：  広島西部山系 1010 隣 1 渓流発生源対策第 2 工事 

2.2  工事場所 ：  広島市安佐南区八木町 地内 

2.3  工事内容 ：  砂防土工 （斜面掘削・残土搬出 3,300m3 、法面整形 3,450m2） 

              法面工 （吹付法枠 3,450m2 、枠内植生マット 2,000m2 、獣害対策工 2,600m2） 

              構造物撤去工 １式、仮設工 1 式 

 

 

 

 

 

 

 

                  完  成                      吹付法枠工 

3. 施工における問題について 

当現場での問題として、法面対策工が吹付法枠工となっていますが、計画位置が、プラント位置から高低差 

△H=135m、法面長は約 300m となり、一般的な吹付機だと吹付能力が不足することから、モルタルを安定して 

圧送・吹付のできる長距離高揚程圧送工法での施工が必要です。 

    又、モルタルを長距離圧送することによる品質低下の対策も重要となります。 



4. 対策（長距離高揚程圧送工法）について 

この従来工法の適用範囲外（表-1）で施工可能な工法は、弊社 

の特許工法である 「HISP 工法」 があります。施工システムは、一 

般的な湿式吹付機とは異なり、ポンプ圧送エアー併用吹付方式に 

なります。生コンクリートプラントで製造された流動性の高い高品 

質なモルタルをポンプ圧送し、吹付箇所付近でモルタルの流動 

性を低下させる急硬剤と圧縮空気を混合し圧送吹付けます。こ 

の流動性の高いモルタルの品質確保が重要になります。 

下記に施工システム（図-2）を記載。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

                     図-2 HISP 工法 施工システム 

 

5. 施工中の品質確保について 

前項の対策に記載しました、流動性の高い高品質モルタルを確保するため、 

   モルタルの配合計画を行い、計画した配合で生コンクリートプラントにて試験練り 

を行いモルタルの品質を確認します。 

① 流動性の高いモルタルの確認 

モルタルの圧送性を確保するため、現場条件・施工条件により設定されたスラ 

ンプ規格値が得られるように流動性の高いモルタルのスランプの確認を行う。 

 （写真-3） 

② 急硬剤添加後のモルタルの確認 

流動性の高いモルタルに急硬剤（スランプキリング用特殊急硬剤）を添加し、 

モルタルのスランプ値、圧縮強度、塩化物量の確認を行う。 

 （写真-4） 

  

    施工中の日々の管理としては、生コンクリートプラントにて計画配合で製造された流動性の高いモルタルを現地 

に搬入しプラント（写真-5）でスランプ測定を行い、試験練りで確定した規格値以内にあるか確認を行う。（写真-6） 

確認後、ポンプ圧送を行い吹付箇所で流動性を低下させる急硬剤を混合したモルタルを圧送吹付にて供試体 

を採取し圧縮強度、塩化物量を確認する。（写真-7） 

  

当現場 

表-1 適用範囲（HISP 工法カタログより参照） 

写真-3 

写真-4  



      

 

 

 

 

 

 

 写真-5  プラント全景         写真-6 入荷モルタルのスランプ測定    写真-7 圧送吹付にて供試体採取 

 

  当現場は長大法面の為、吹付完了後の出来形確認（法枠長の計測） 

について、今後の計測時の安全性、出来形数値の適合性を確認するた 

めに、UAV を用いたレーザー測量（写真-8）の試験測量を実施してみま 

した。ICT の活用を行った理由としまして、長大法面の縦・横梁の測量を 

おこなう事は、墜落事故のリスクが高いからです。このリスク低減をおこな 

う為に試験測量を実施しました。 

結果としましては、従来の人による測量との大きな差は無いです。 

 

 

 

 

 

 

写真-8 UAV によるレーザー測量 

                                                       UAV による３D 計測 

6. 安全対策について 

    当現場は、砂防堰堤上部の高所法面で、土石流発生源箇所の法面対策工事であるため、墜落・落石等に対 

して安全意識・安全設備の確保が重要な現場でした。 

   ① 墜落対策 

土石流発生箇所の長大法面の為、通路となる小段も無く墜落の危険性が高い為、中段に仮設通路を設置し 

たことにより、安全に法面移動ができ、安全確保及び作業性の向上になりました。（写真-9、10） 

 

 

 

 

 

         写真-9  法面全景                           写真-10  中段仮設通路 

   ② 落石対策 

法面上部の法枠内を鹿が移動（写真-11）している為、動物等による落石対策として上部に落石防護柵の設置 



（写真-12）又、下段で重機による堆積土砂の搬出作業を行っているため、法面作業による落石対策として、下部 

側にも簡易落石防護柵を設置し落石対策を行いました。これにより、上部からの落石に対する安全が確保できた 

ため作業効率が向上しました。（写真-13） 

 

 

 

 

 

 

      写真-11 法面上部の鹿           写真-12 上部 落石防護柵         写真-13 下部 簡易落石防護柵 

  ③ 土石流対策 

   土石流発生箇所の法面対策であることから、突然の豪雨等による土石流の発生の可能性もある為、作業員の安 

  全を確保するために法面最上段部に土石流警報装置の傾斜計（写真-14）を設置した。これにより、緊急の土石流 

等の災害が発生した場合も下部側の警報装置（写真-15）により重機作業の作業員の安全を確保することができまし 

た。又、現場事務所から施工法面が目視確認できない為、Web カメラ（法面上部・下部、プラント側） 3 台設置し、 

事務所からの目視確認（写真-16）による、法面の変状確認、又、作業の安全確認をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

         

写真-14 法面最上段部 傾斜計設置                写真-15  下部側 土石流警報装置の設置 

 

 

 

 

 

 

 

写真-16  Web カメラ（法面上段部）    Web カメラ（法面下段部）     Web カメラ（吹付プラント）      事務所モニター 

 

7. まとめ 

土石流発生源箇所の高所法面という特殊な法面対策工事でした。厳しい工程の中での施工や安全性の 

   危険性のリスクが多くありましたが、安全第一に様々な技術に取り組み無事に無事故無災害で竣工すること 

   ができました。施工にあたりご指導頂いた広島西部山系砂防事務所ならびに工事関係者の皆様には心より 

感謝申し上げます。 


